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ちょっと待って！
「義務化したから入らなきゃ！」は、間違いかも！？

人によっては、入ってはいけない！ 『 自転車保険 』 ！

多くの顧客さまから「自転車保険が義務化したので、入らないとダメですよね？」と
ご相談をいただきます。確かに、自転車保険を義務化する地域が増えています。

しかし！自転車保険に加入するのは、「間違い」の場合がほとんどです！

お役所や学校、幼稚園などに言われるがまま自転車保険に加入するのは、
お金に愛されない行動⇒お金の無駄遣いに繋がる。私の顧客様は、やっちゃダメよ！

実は、本日の例の自転車保険のように「本当は必要ないのになんとなく入ってしまう」
お金の無駄遣い保険は、他にもあるんですよ。ご存知でしたか？

入ってはいけない！その理由とは・・・
すでに『自動車保険』・『火災保険』に、自転車保険と同じ『特約』があるから！！

１：火災保険に加入している（賃貸マンション入居や、マイホーム購入時、不動産屋さんや銀行さんから）
２：自動車保険に加入している ※１，２ともに、本人だけではなく同居親族が加入していても適用！

これら損害保険は、生命保険と異なり「重複契約は無効」＝保険金は1契約しか払われない
だから、「自転車保険への加入は全くのお金の無駄遣い！」に、なるのです！！
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知らなきゃ損するお金の知識

1番は、自動車事故と同じように自転車でも衝突事故
などを起こした際、相手に大けがを負わせたり、
最悪の場合、相手を死亡させてしまうかもしれません。
自動車ほど死傷者を出す可能性は低いかもしれないし
程度も小さい場合も多いかもしれませんが、それでも
無保険で自転車を運転し、他人を死傷させたり人のもの
を壊したりすれば自動車事故と同じく、賠償責任が発生。
そこで「義務化」されたのが、自転車保険です。

なぜ、義務化？

以下の3つのことを総じて
「自転車保険」という。

① 対人 賠償責任保険（特約）
② 対物 賠償責任保険（特約）
③ 傷害 保険（特約）

①②他人のカラダや財産に対して
③自転車運転する自分のケガ

≪自転車保険とは？≫

アメリカ新大統領にバイデン氏！日本への影響は？
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前回のニュースレターに引き続き、後編をお届けいたします！
２021年1月、バイデン氏がアメリカ大統領に就任。世界は、日本は、いったいどうなる？

前回、「円高チャンスの今のうちに外貨を購入しよう！」とお届けしましたのは、私たちが個人
レベルでお金を殖やすチャンス到来！をお教えしたかったから！日本＆世界で見ると･･･、

まず、日本。日本はトヨタ自動車のように、世界中から高い品質を認められている国ですね。
中国人が日本製を好んで買う理由も、『信用・信頼の高さ』と言われています。
日本は自給自足力が弱いので輸入の国でもありますが、世界における『日本ブランド』は、
輸出も多い ＝ つまり、貿易で支えられている国、それが日本の立ち位置 なんですね。

では、世界の人々に「買っていただく」立場で考えると、お客様（世界）にとっての円高は、
「値上がり」です。私たち個人にとってお得な円高は、外国にとってみれば損な話になります。
「値上がり」すれば買い控えに繋がり、『もっと安くて高品質』を世界は求め始めます。
実はそれが、今の中国の世界の立ち位置なんです。中国は、日本を抜いて世界一になろうと
グングン成長中。このように大きな目線で見ると、日本にとって長く続く『円高』は、実は！
打撃でもあるんですね！

じゃあ『円安がいい』というわけでもありません。ずっと安いままでは、それも打撃ですね。
結局のところ、円高も円安もずっと続くことが良くないんです。ちゃんと、バランスを取る
ようにできている。これが経済の仕組みなんです。いつか必ずまた、円安がやって来るワケ。
だからこそ、私たち個人は「円高のうちに（お得なうちに）買って得しちゃおう！」なんですね。

では次に、株価はどうでしょうか。
2020年、日本もアメリカも株価は高騰しました。コロナで経済は落ち込んでいるはずなのに、
なぜ株価が上がっているの？不思議に思った方も多いのではないでしょうか？

アメリカに新しい大統領が誕生し、2020年世界中を悩ませたコロナも、ワクチン開発によって
終息の兆しが観えてきました。日本も2021年、6,000万人分のワクチンが用意できると
報道があり、日本人口は約1億人ですから、約半分強の人がワクチン接種を受けられることに
なります。世界中でワクチン接種が始まると、以前のように人の動きが活発になりますから
リーマンショック時よりも『経済は急激に復活するかもしれない』と、容易に想像できます。
これが、経済を動かす「期待感」のひとつです。

普段からお話ししている「投資は感情との闘い」。これは、世界中の人々が「感情」で投資を
しているから経済は動くということでもあるんです。だからその感情をコントロールできれば
成功する＝投資を制す、というわけなんですね。「期待」という人々の感情によって
一時的に上がっている株式相場。実際のところは、どうなのかと言えば、
『日経225』と言う日本経済を動かす中心企業は、225社あり、
その225社のうち日本の平均株価を上げていたのは、なんとたったの5社だけ！
この真実はあまり知られていないんですよ。

日本全体の株価を上げるチカラがあった５社以外の日本を代表する企業の残り220社は、
やっぱり株価は低下していたんですね。押し上げるチカラがあった。これが、コロナ株価高騰
の『真実』です。コロナで株価を上げた５社って、大体想像できますよね。

世界で株価を押し上げている理由のもうひとつは、やはりバイデン氏への期待感。
世界の中心ともいわれるアメリカがどう動くかで、世界経済も動きます。しかし！
アメリカで年明けに発表された『１０大リスク』 １位 は、なんと、
バイデン氏が大統領になることが一番のリスクだ！というのです。 （右上に続く）

（続き）
私たちは、「めちゃくちゃなトランプ氏ではなく、バイデン大統領になれば、アメリカは安定するのでは？」と
イメージしたかもしれませんが、どうやら、そうではなさそうです。だから為替も上がらない。。。
なぜ、コロナが１位ではなく、『バイデン氏が大統領になること』が、最大のリスクなのか？

その理由は、米国国民の約半数がトランプ氏に投票している事実があるからですね。トランプ氏は、
「選挙は違反」と訴えているので、アメリカ国民の半分、トランプ支持者も同じ考えなんですね。
これにより、アメリカが国内で真っ二つに分断される。これでは、バイデン氏が大統領になっても、アメリカ国民
がひとつになるのはなかなか難しい。これが、２０２１年、アメリカが抱える最大のリスクというわけです。

１０大リスクの第２位はコロナなので、対策を求められているアメリカのリーダーの求心力は「弱い」という
判断になりますから、アメリカもしばらく安定しないかも、と世界各国は考えているのです。
どんどん円高に進んでいた米ドルですが、しばらく円高チャンスは続くかもしれないなと予測しています。

後編



※投資は⾃⼰責任です。本情報提供をもとに投資などを⾏った結果についてはその責を負いかねます。ご⾃⾝で納得のいく投資を⾏ってください。

株式会社 FiLys （フィリス）お問い合わせ先 Mail ︓ contact_f@filys.jp
保険代理店 保険・クラスター株式会社 名古屋駅前店 Mail : miyuki.kobayashi@hoken-cluster.com
℡ 052-856-2863 〒450-6425 名古屋市中村区名駅３－２８－１２ 大名古屋ビルヂング２５階
https://www.filys.jp/ 弊社ホームページ ※有料個別相談をご希望の場合は、ＨＰのお問い合わせよりどうぞ。
≪投資・お⾦は 『短期』『中期』『⻑期』でわけよう︕お⾦は目的に合わせた‟分散投資“で、安全確実に殖やしましょう︕≫

無料で読める！
得するお金の話！
ブログは こちらからどうぞ

ファイナンシャルプランナー
株式会社 FiLys
小林 美幸

顧客さま限定の
情報をお届け！
LINE＠は

こちら！⇒

バレンタインデー企画！
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年末号に引き続き、顧客さま限定の特別企画です！

これまで継続して「お金に愛される人は5つの考えが実践できている！」とお届けしています。

お金を引き寄せるには、ただ「投資ができればいい」 「知識があればいい」 ではないんです！

お金に愛されている人 が 実践している 『お金の正しい5つの考え方』 とは？

使い方 ・ 稼ぎ方 ・ 残し方 ・ 守り方 ・ 殖やし方

お金の相談・診断を実施した顧客さまから最近よくいただくご相談ですが、せっかく投資を

覚えて殖やしてくださっているのに、普段のお金の使い方が間違っていたり、お金の残し方が

おかしかったり、忘れちゃっていたり。いくら殖やし方を覚えても貯まらない殖えないのは、

重要な 『お金の5つのバランス』がうまくできていないので思い出してくださいね！

≪ご愛顧に感謝≫ プレゼント企画 第2弾！
対象：ご自宅（賃貸・マイホーム問わず）の火災保険、または、

自動車保険の満期案内が届いている方（満期から約2か月前限定）

受付：先着順３名様まで（応募期間は３月末まで）

特典：1時間の無料個別オンライン相談（新しい生命保険のご相談も承ります。収支の

バランスをチェックしましょう！ただし生命保険のご相談のみは不可ですからね）

申込先：メール（contact_f@filys.jpまで）※満期案内等添付の上、お申込みください。

応募条件：顧客様のみ（弊社とお取引のない方、ご紹介はＮＧです）

マネーセミナーへのご紹介・ご参加は、こちらからどうぞ！
ご紹介は、お申込み時のコメント欄に ご紹介者のお名前を記載してもらってくださいね！

使い方 ・ 稼ぎ方 ・ 残し方 ・ 守り方 ・ 殖やし方

家計が厳しい！お金が欲しいときによぎる「保険解約」
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家計が厳しい！最初によぎるのは、生命保険。まとまったお金が手に入ったり、

毎月の出費が抑えられるから。コロナが１年経過し、新しい生活様式にも慣れつつあり、

少しずつ落ち着いてきた方々も増えてきたようです。「まず相談してよかったです」「貸付や減額で

よかったです」「解約する順番を相談してよかったです」とお声をいただくことが増えてきました。

ニュースレターやブログを読んで2週間以上の申請を耐え公的な支援を選択したり、auじぶん銀行

で少しずつ利益を増やしたり、発信をしている私としては本当にありがたく思っております。

中でも印象的だったのは、『時間を要する商品ほど解約してしまったら二度と取り戻せない。それを

知らなかったら取り返しのつかないことになっていた』というお言葉でした。本当にその通りで、

何よりも人生にとって大きなリスクなんですね。時間は取り戻せないのです。また、こんなお言葉も

いただきました『保険を固定費、支出として考えなくて良かった』。

長い人生の中で「困ったな、厳しいな」ということは何度もやってくるんです。そんな時、冷静に

考えられるなんて人はほとんどいません。どうしよう、不安･･･があたりまえなんです。残高が

どんどん減っていく不安と、これまでのあなたが頑張ってきた努力や何年もかけて創り上げてきた

財産を失くすかもしれないという不安。不安だけが積み重なるからですね。

「もう少し余裕ができたら再度頑張る」という言葉で何とかなるのは「時間」を持っている人です。

つまり年齢の若い人です。ですから、不安になった時はまず相談してほしいなと思います。私は

解約させないことはしません。解約すると夢が手に入らなくなるので、回避方法や解決策を提供

することに努めているだけです。「金利×為替」で資産を殖やす時代が終わってしまったので、

お金を殖やすにはお金の知識が必要になってくるんですね。

そんな中、このようなブログを書いたところ、新規のお客様や顧客様から新たなご相談をいただく

など、予想していなかった大きな反響をいただきました。１億という数字が大きかったようです。

https://ameblo.jp/miyukisenseinooheya/entry-12651399575.html

お恥ずかしい話ですが、10代から保険加入した私の息子もときどき貸付に手を出しますが、

解約や減額はしません。「僕はあったらあるだけ使ってしまうし、貯金も下手だけど、母さんの仕事姿を
みていると、僕は男だし、いつか家族ができた時に家族を支えたいし残したいし、どうせなら保険料が

安く済む若いうちに入りたいって思えたんだよね。それに結婚する前に、もし僕に何かあったら、
母さんに葬式を出してもらうんだし、ほんの少しでもお母さんにも残ったらいいなって。ときどき貸付に

手を出しちゃうけど保険もいつの間にかタダ（無料）になってるし、ウケる（笑）。頑張って働くね、

ありがとうね、母さん」

右の図をご覧ください。息子は18歳から月1万円の生命保険で積立を始めました。

6年経過し払った総額の72万円⇒100万円を超え、大喜び。

死亡保険金もついていますが、事実払ったお金より財産が膨らんだということは、

つまり＝実質「保険代は、タダ（無料）」！って、はしゃいでます（笑）。

時間は取り戻せません。世の中の誰よりもあなたがいちばん、あなた自身を大切にしてあげてね。

所属保険代理店を変更しました。

2021年より、「株式会社えらべるカンパニーから保険クラスター株式会社へと、所属保険代理店を変更しました。
従来のサービスの変更や連絡先等変更点はございませんので、ご安心くださいませ。

今年は『講師養成アカデミー』を開講しますので、毎日準備に追われておりますが、引き続き応援くださいますよう、
どうぞよろしくお願いいたします！（ぺこり。）

https://miyuki-kobayashi.com/


